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現蔵)の影印の比較のため、両本の見出し小篆を切り出して画像比較したものである(本表)。2019 年 3 月























⑦ Micro (別表のみ) 






江蘇広陵古籍刻印社による縮印本(1994)によった[1]。同社は 2001 年に第 2 版を出しているが、日本の研












A) 巻 08 下 葉 02 右 (06187～06198) 
おそらく通志堂本『經典釋文』巻 3 のうち、『古文尚書音義』の商書「仲虺之誥第二」末尾から「湯
誥第三」の冒頭にかけての頁になっている。 
B) 巻 08 下 葉 03 右 (06215～06220) 
おそらく通志堂本の『經典釋文』巻 3 のうち、『古文尚書音義』の商書「太甲上第五」末尾から「咸
有一德第八」の冒頭にかけての頁になっている。 
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変更履歴 
1.0 (2019/02/14) 初版公開 
2.0 (2019/03/14) 別表(マイクロ資料との比較)を追加 
